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懲
の
命
令
に
服
從
せ
し
む
る
こ
ビ

'

を
規
定
し
、第
八
條
に
於
て
は
取 

锊
品
.

製
造
に
關
係
あ

.

る
工
場
仕
事
場
の
所
有
者
が
直
接
：又
は
間
接
に

.
廣
、
其
.

他
の
方
法
に
依

. 

て
、：
戰
爭
に
關
係
あ
へ
る
官
廳
又
は
他
の

i [
:

歌
に
挺
事

_
す
る
勞

« !
|

者
を
»

誘
し
て
、其
職
業
を
去 

ら
し
め
、
(1
;

)

當

該

'
エ

場

又

は仕
.

事
場
.

の
所
在
地
ょ

•

>

十
_

を
距
る
地
方
の

.

住
；民
を
し
；て
勞
働
取 

，引所
の

：！
：

介
を
經
る
場
合
の
外
、職
業
に
就
か
し
む
る
こ
ビ
を
禁
北
し
た
ち
故
に
右
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す
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戰
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來
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.
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は
職
工
組
合
に
對
し
、將
た
又
紙
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を
通
じ
て
、間
接
に
勞
働

*

に
對
し
、幾
何 

の
保
議
を
與
へ
た

K
y

ビ.
認

む
可

き

か
。
此
黠
に
就
て

_

«

の
事
實
を
顧
み
る
に
、開
戦
の
當
初
に 

於
て
、政
府
が
職
工
組
合
に
或
る
保
譲
を
與
へ
た
る

こ
と

あ
り
。肌
ち
曩

：.
に
論

述
し
た
る
如
く
、

開 

戰

と
同
時

に
、多

數
の
勞
働
者
が
失
業
の
厄
，

に
會
す
る
や
、職
工
組
合
が

M

合
員
中
の
失
業

潢
に 

對
し
て
失
業

®

與
佥
を
交
付
せ
ざ
る
可
が
ら
ざ
る

金

額

は
M

常
の
高
に

上

り
、
錦

め
に

組
合
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會
訃
に

0
迫
を
加
ふ

る
も

の
力
，な

る
に

k
y
し
を
以
て
、千
九
西
十
四
年
八
月
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十

.
七
m

職
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紐
合
大
會
委
員
會
、職

H

紐
合
、聯
合
會
並
に
勞
働
黨
の
委
員
は
總
理
大

K

に
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情
し
て
組
合
資 

產
の
保
誕
、失
業
紐
合
員
の
生
洁
保
議
、職
エ
組
合
失
業
患
與
*
金
に
對
す
る
補
助
等
を
請
求
し 

た
Ky
o
ŵ
11-
4.
■失
業
問
題
の

^

汉
急
を

35
す
る
も
の
大
な
\̂し
に
拘
は
ら
ず
政
府
は
十
月
ま
で
何 

等
の
處
锻
に
出

.
で
ず
、漸
く

 
•同
月
に
至
り
、國

R

保
險
法
第
二
編
第
百
六
條
に
於
て
、職
エ
糾
合
が 

it
合
員
に
支
拂

.
ひ
た
る
失
業
惠
與
金
の
六
分
の
一
以
內
を

«

り
、̂

麻
ょ
り
.擗
還
す
る
を
得
る 

规

定

を

改

疋

し

、

(

；
一

)

組
合
が
異
常
の
失
業
に
依
て
、岡
厄
を
感
じ
つ
、
あ
る
こ

i

、2

¥ l
合
は
： 

一
M

— ■~fc 一 最失

H 五 七 m

，忠 志 志 高恶

以 以 以 與

下 下 下 額金

部

踏

，
補

助

金

の

.
交

付

^

受
.く
る
必
恶
な
る
一
週
間
の
醵
命 

六
分
の
一
の
#
合 

ム
11

分
の
一
の
揚
合

H

片
. 

六̂

.

ニ
' 

四
.

.'

~*U

■

問
十
七
志
を
最
高
限
と
し
、(

國
家
失
業
保
'

險
金
の
支
»

を
食
む

)

此
以
上
.に
失
寒
惠
與
.

金
を
支
柳
. 

は
ざ
る
こ
だ

(

三)

紕
合
は
事
變
補
'
助
金
.

の
交
#

を
受
く

る

間
、完
全
な
.る
狀
態
に
於
て
就
集
す
る 

翁
合
員

R

.

對
し
、普
通
の
醵
金
の
外
に
、赋

'

課
金
を
課
す
る
こ
ど

.

の
.
.諸
條
件
の

.
T -

に
、政
府
ょ

K

y

4
 

變
補
助
汆
を
交
付
す
る
こ
ど

>

し
、而
し
て
曝
變
補
助
金
の
額
は
現
に
支
拂
は
る

\

六

分

のへ一 

の
賠
偾
金
に
紕
合
の
支
拂
ふ
失
業
道
與
食
同

W

罷
業
恵
與
金
を
除
ぐ

)

の
三
分
の
一
又
は
六
分 

の
' .

を
®

へ
た
る
も
の
を
以
て
、其
限
度

ビ

し
、而
し
て
柿
助
金
の
多

»

、惠
與
金

®

並
に
_
#
墳 

微
欲

.は
左
表
に
據
ら
し
む
る
こ

、VJ 

■、
し

^
>
9
0

こ惠
即
ち

.職
エ
組
合
に
し
て
、例
へ
ば
一
週
間
十
一
一
志
の
割
合
を
以
て
、失
•業
中
の
組
合
員
に
失
乘 

狄
金

'を
交
付
せ
ん

S
す
る

S

は
、就
業
ホ
の
組
合
員
に
一

週

間
ニ
片
の

_

金
を
增

m
す
る
、
 

ど
.に
1

て
&

廂
ょ

.り
其
恵
與
金
の
三
分
の

' 
一
に
當
る
賠
償
金
を
收
め
、從
來
：の
规
定

'に
據
る

.

^

-
••
^

'
 

(

1

ニ
ム
ハ
一

〉

、論
-
.

.
興
.

.

歐
洲
戦—
と.
.英
li
j

勞
.
.働
.箱
の.'
-狀
態.
. 

第
*
^
.
®
一

 

ヒ
'



0

S

 

<
U

H

 

ニ)

.論

M

被
.洲
戦#

と
菌
♦

働
.還

羅

' 

'
靡

號
' 

八 

船
&

佥

六

分

の

ュ
i

合

せ

- T
M

高
を
一『

分

の

j

に
達
せ
む
む
る
を
得
べ

.
<•
—

金
褂
雜
の

.

0

命 

を

1

片
_に

J h
l f

る
^

，き
は
赔
偾
金
は
六
分

C D

-
一 

に
し
て
、在

來

の

分

.合
せ
て
、三

‘分
の
一
に

0

 

せ
し
む
る
を
得

•る
次
第
な
む
。政
府
は
之
に
依
て
職

X

組
.合
を

.通
じ
て
、失

‘業
者
を
救
濟
し
、又
失 

業
考
增
加

_の
-
爲
め
に
、職
工
組
合
の
蒙
ら
ん
ど
す
る
腿

.
迫
を
緩

.
和
.
す
る
の
意
を
懷
き
た
る
や

^
 

を
容
れ
ず
ど
雖
も
、之
を

_
他
の
一
面
ょ

6

見
る
に
、如
上
の
訐

®

杧
る
、職
エ
組
合
が
大
な
る
蔥
與 

金

を

支

拂

，フ

に

足

る

，の

資

カ

と

六

片

の

醵

金

增

刺

を
«

■

す

る

實
.力
i

を
有
す
る
場
八
ロ
に
は
、
 

之
-
に
比
例
し
て
大
な
る
賠
還
金
を
收
め
、然
ら
ざ
る
場
合
に
は
破
も
の
を
も
得
る
能
は
ざ
る
の 

漱
«

を
.生
ず
る

' 0

み
な
ら
す
、
»

金
を
強
制
的
に
徵
收
す
る
原
則

'
に
對
し
て
も
亦

t t
K

ff
f

i
に
t
 

な
る

^

I *

の
存
す
る
も
の
な
し

S

せ
ず
。蓋
し
戰
审
の
餘
響
、

/」

し
て
生
じ
た
る
失
業
は

Ml

:
俞
全 

體
の

&

任
に
属
し
、隨
て
典
救
濟

.に

.要
す
る
费
用

.は

.關
係
事
業
に
之
を
負
擔

.
せ

し

む

る

，を
公
疋 

ぐ

j

七
ず

：

省
ろ
政
府
に
於
て
ゅ
ハ
滌
啊
に
失
業
增
加
に

*

く
費
用

.の

.■全
部
を

.交
付
す
る
を
：至
當
ど 

す
れ

一
は
な
り
ポ

情
斯
の

如
く

爲
，る
を
以

て'、多
數

.の

職

エ

組
合
は

醵
金
の
增

0
を
以
て
、不
公

11 

な

り

.ビ

し

殊に
資
力

に
.乏
し
き
‘紐

合

，は
事
賞
就
業
中
の

組
合
員
，に

«

:

金
..の
增
課
を
命
ず
る
を 

難
し

，
す
る
の
事
情
を

#
し
た
る

を
以

て
、右

.の
法

#

の
公
' 

布
せ

ら

れ

た

る

後

に

於

て

も

、

||
'
ぺ
虞

合

計

苒 木 印 他 綿  

‘ 0 
ェ 刷 織  

. 物

他 業 業

金

m

X

業

m 職  

築 m  

m 別

補

助

金

交

付

求

組

—  ' ' 一  合
八 . 一 一
ニ 九 八 六 七 H 八 一 数

組
合
' 

贷
敬 プ一 

八
、三
七
ニ 

ニ
ニ
〇
、九
五
四 

H
T

四
〇
ニ 

ニ
1
ニ
、
ニ
六
〇 

1

七
、三
0

ニ
 

八
、四
ニ
七 

二
八
三
、七
七
八

補

m

金

支

拂

四
蹄 

1

、
一
六
五 

六
四
、七
七
ニ

ニ.
、1 

ニ
〇

四
、九
四
八 

1

、
八
〇
1

.

'1
、

九
四
'三
、
 

,
七
六
、七
31
:
六

五 八 七 三 三 泗 一 六

一 八 〇 八 九 七 ニ 三 高

施
の
效
锻
大
な
ろ
を
得
ざ

.
KVき
。即
ち
千
九
西
十
五
尔
三
月
末
口
ま
で

.
に
、
事
挺
補
助

.
金
の.
交
付 

せ
ら
れ
た
る
箏

«
を
示.
す
に
左
の
如

'し
。.

.

'

E

ち

七

便

月

掼

に

於
.け

‘る

交
#

金
は
僅
に
七
萬
六
千
破
に
過
ぎ

't
其
內
六
莴
四
千
磅
は
綿 

a<
I
膦
す
る
職

H

 

®
合
に

#

せ
ら
れ
れ
る
が

^

ほ
戰
學
に

#

ぅ
組
合
‘の
®

失

を

償

ぅ

に

M 

& 

'さ
ク

レ

ビ

云
ふ
。故

に

開

戦

當

初

ょ

り

職

工

.組

合

が

r

府
の
處
置
に
對
し
て
、•
な
ら
ざ
り
し
は 

論
を
俟
た

S

に
生

■活
费
の
膨
脹
に
對
し
て
、政
府
の

政
策
の

0
爲
に

流
れ
れ
も
は
職
エ
組
令 

!
.卷

2

-

£

) 

’論 
ー
:̂
'歐溯戦爭と

.英
國
勢
'働
者
の
狀
態 

第

九

魏

^



第

十

卷

四

)

：
論

說

歐

洲

戦
■#
と
英
國
勞
働
港
の
狀
態
.：
 

第九
號.

二〇

を
し
て
一
般
勞
働
者
ミ
典
に
、政
府
に
反
感
を
懷
か
心
む
る
の
原
因

£
爲
れ
る
や
疑
を
容
ム

， 

可
か
ら
ざ
る
な

6
0 

:

政
府
は
職
エ
組
合
の

/

滕
迫
す
可
き
こ

J

C

を
知

P
て
之
を
懷
卖
す
可
き
こ
ビ
を
怠
れ
る
も
の 

V
J

云
は
ざ

.

る'可
か

&

ず
。殊
に

.

生
産
.調

®

委
員
會
.第
三
回
報

.

吿
の
.

如
き
、職
工
組
合
に
臨
む
に
極 

端
な
る

M

迫
的
方
針
を
以
て
し
、

f t

合
の
勞
働

運

動
に
供
す
る
武
器
は
總
て
之
を
奪
取
し
去

ら 

ん

V
J

す
る
の

■

趣
.
意
を
藏
す
る
や
の
嫌
ぁ
り
。即
ち
第
三
囘

*

告
中
、仕
事
の
區
劃
、半
熟
線
，並
に
不 

熟
練
努
働
翁
の
利
用
に
關
す
る
部
分
並
に
第
二
冏
報

.吿
中
、仕
事

#

止
の
囘
避
に

!1

す
る
部
分 

を
抄
す
る

.

に
、左
の
如
し
，
 

'

仕
事
の
區
劃

官
.營
工
場

R

於
て
は
、双
營
の
造
船
所
並
に

.

エ
場
に
比
較
し
七

^:
^

の
®
割
少
な
し
と
雖 

も
、做
其
存
在
す
る

»

合
に
は
、直
に
之
を
中
止
せ
ざ
る
可

' 

か
ら
ず
。又
私
營
の
事
業
に
於
て
政 

府
の
註
文

'
を
受
け
、又
政
府
に
關
係
す
る
仕
摩
を
行
ふ
場
合
に
、機
«
エ
業
並
に
造
船
業
に
關 

す
る
'
各
種
の
熟

.線
勞
働

*

に
就
て
仕
事
の
區
劃
の
存
す
る

S

き
'

に
は
、戰
箏
の
繼
績
中
、之
を 

停
ih

せ
ざ
る
可
か
ら
ず
。抱
し
區
劃
の
停
止

.
一
を
行
ふ

i

共
，に

•
勞
働
考
の

'
利
'
.益
を
保

.
親
，す
る
爲

め
'

(
1.
)

通
常
或
る
仕
事
に
就
け
る
勞
働
渚
は
他
に
之
を
利
用
せ
、ざる
こ
ビ
、

(
.ニ)

相
當
の
勞
働
者 

ヵ
地
方
に
於
て
；

5
1給
不
足
し
却
て
遠
隔
な

.る
場
所
に
失
業
者
あ

0

又
現
に
從
事
す
る
仕
事 

に
過
剰
の
人

a

あ
り
、而
し
て
遠
隔
な
る
場
所
ょ
り
勞
働
漭
を
吸
引
す
る
に
充
分
な
る
比
事 

の
存
す
る
場
合
に
は
、斯
る
人
に
就
職
の
機
會
を
與
ふ
可

-し
ビ
雖
も
、然
も
彼
等
の
到
來
を
待 

つ
爲
め
に
、仕
事
を
遲
滯
せ
し
め
ざ
る
こ
ど
、

(

三)

現
行
の
仕
.事
の
區
劃
に
對
す
る
制
限
は
之
を 

緩
和
す
る
も
、爲
め
に
壮
事
に
對
し
て
習
慣
上
支
挪
は
れ
た
る
賃
銀
に
不
利

a

な
る

影
響
を 

及
ぼ
さ
し

.め
す

«

し
も
之
を
及
ぼ
す
の
恐
あ
り
ど
す
れ
ば
.、相互
の
問
に
必
要
な
る
調
節
を 

講

す

る

こ
ビ
、(

四)

現
在

S

狀
態
と
異
な
れ
る

®

項
に
し
て
行
は
る

、

V
J

き
.は
總
て
之
を
記
錄 

に
留
む
る
こ
ビ
、

(

五)

當
靳
者
又
は
典
代
表
者
に
依
て
解
決

せ
ら

れ
ざ
る

_

_

の
起
れ
る
と
き 

に
は
^

速
な
る
解
決
を
求
む
る
爲
め
、七

0

以
內
に
之
，を
商
務

.
院
に
通
吿
す
可
く
、此
故
を
以 

て
、仕
事
を
停
止
せ
ざ
る
こ
ビ

。

'

半
熟
練
並
に
不
熟
練
勞
働
考
の
利
用

.

傭
者
が
習
慣
上
仕
事
に
使
役
し
た
る
勞
徽
者
を
得
る
能
は
ざ
る
爲
め
、政
府
の
.註
文
に
應 

す
る
に
困
雛
な
る
，ビ
き
は
、

©

®

巾
勞
働

*

雄
,̂

彼
等
の
駔
合
の
利

'
益
を
保
饑
す
る
.條
仲
を

第
十
卷

(
一

ニ一

五)

論

説

歐洲戦爭と英阈勞砌逝の狀態：

 

m

九
號
、

匸



:
笫
十
怨

(

ニー 

一s
 

0

餽

. 

销九虢
 

一ニ
 

付
し
て
、半
親
，練

並

に

木

熟

練

勢

働

者

を

使

役

す
る

h

必
要
ど
す
。而

.し
て
勞

■

者
又

i
 

^

>
v 

表
者
が
或
る

#

殊
の
場
合
に
於
け
る
協
定
を
必
要

-̂
せ
ず
、又
之
を
以
て
彼
等
に
育
窖
な
'办
 

£
 

f
む
る
ビ

き

は
會
該

ft
件

U

之
を
事
業
主

i

勞
働
者
の
代
表
考

S

の
協
定
に
姿
し

、!®
0 

な
る
協
定

'成
立
せ
ざ
れ
ば
、仕
歌
停
北
の
囘
避
に
關
す
る
方
法
に
據
る
可
し
。

.
仕
事
停
业
の
囘
避

. 

•

正
常
の
時
期
に
於
て
、傭
著
並
に
勞
働
者
の
有
す
る
權
利
の
何
れ
る

.を

_

は
ず
、又
是
等

1 

利
の
維
持
又
は
實
行

R
必
要
な
る
方
法
の
何
た
る
を
問
は
す
、現
時
の
狀

‘態
の

_下

.に

、
同
.]
;

解
 

俶
又
は
同
坩
擺
業
を
蓝
起
し
て
、仕
事
の
停

1:
を
招
き
、爲
め

^
戰
饿
に
用
ゆ
る

0

0
的
を
以 

て
、政
府
の
必
？

す
る
艦
船
、敍
砲
、糧
食
其
他
の
物
資
の
生
產
を
妨
？

る
は
之
を
正
常
視 

す
る
能
は
ず
。

&

に
吾
人
は
政
府
の
爲
め
に
謀
々
て
請
負
業
者
、下
請
人
、職

H

組
合
等
に
何
つ 

て
、左
の
提
議
を
爲
さ
ん
ビ
す
。

ぐ

傭
漭
勞
働
奢
間
に
於
け
る
紛
議
の
爲
め

に、
生
産
に
減
損
の
起
る
を
妨
遏

す
る
爲
め
、同 

姐
#

傭
#

に
例
甜
罷
業
に
依
る
仕
事
の
停
北
は
政
府
の
用
を
爲
す
事
業
に
起
る
，可
か
ら 

/
ず
兩
*

の
.
間
に
異
議
を
生
じ
當
聚
潘
叉
は
其
代
表
者
に
依

/

^

、現
行
制
度
；の
下
に
解
決
せ

ひ 求

ら
れ

ざ
る
ビ

き

は
：政
府
：の

任

命

す

る
公
平

な
.' る
審

制
者
に

事
件
を
移
：牒

し
、雜

制
者

は
即 

時
に
離
件
を
調
鹫
し
、

®

決
の
方
法
を

0
0 
^
報
吿
す

¥

し
。

勞

働

者

に

對

す

る

保

證

:

職
工
組
合
並
に
關
係
勞
働

*
の
利
益
を

保
證
す
る
爲
め
、事
業
.主
は
左

の
形
.式

に

據

る
誓 

約

書
を

政
府
に
提
出
す
可
し

.0
,

.

菩

人
は
戰
帮
前
に
吾
人
の
エ

®

又
は

0
0
所
に
行
は
れ
た
る
«
例
に
異
な
れ
る
處
馓 

.

を
®

時
に
行
ふ
場
合
に
は

®

に
之
を
戰
時

.

の：
み

に
限
.

る
.
可
し
。又

®

爭
.
中
に
行
は
：

.
れ.た
る 

慣
例
の

變
更

は
戰
後
に

於

て
、戰
淨
爾

に
.

行
は
れ
れ
る
規
，

則

並

^

慣
例
を
復
興
す
る
に
就 

て
、五2

人
の

使
役
す

る
.勞

働
.*
又
は
彼
等
の
紙

合

に
.
.有
.害
な

る
.
影
響
を

及
ぼ

さ
.す
。戦
後
に

. 

被
傭
潘
を
整

.

理
す
る
，場
合
に
は
、開
戰
當
時
就
業
し
そ
、今
日
兵
，：役
；に
：就
き
つ

 

> 

ぁ
る

者
#

，
 

に
現
に
就
馨
し
つ
：、
ぁ
る
萆
に
優
先
權
を
：與

'

為
可
し
ッ
：

政
麻
が
勞
働

'者
又
は

«

エ
組
合
に

.對
し
て
望
む
：所

V
.

後
：#

が
自
，绣
熒

■

上
.の
.

^

に̂
•碑
て 

む
る
所
を
比
：較
せ
ん
か
、兩
漭
の
間
に
逕
庭
の
存
す
る
こ
ど
甚
だ
大
な
る
も
の
ぁ
ぅ
。假
令 

大
藏
潘
會

_

の：結

' 果

S
し

て
、多

.少
の

.調
和
を
求

^
得
れ

>
 
と

ft
.る
：も
、求

だ

»

の

完

肇

を

#

第
十
怨

■
 

(

r

'r
七
y 

_
 

0

欧
洲
戰
爭
と
英：
_
勞
働
者
の
；
狀

態

一
 

馆
.九

城 

1
3



扔十卷

'(

一
 

ニ一

6

論

說

’

.歐洲戦
^

と
英
國
勢
働
者
の
、狀
態.ノ 

:

幣九锶
_ 

j

四

?

と
す

る

能
は

2

ち
大
藏
省
會

«

に
次
れ
で
、軍

#

品
法
の
制

®

せ
ら
れ

^

る

所
以
な

.りo

:
s

'

.

.

.r:
'

.r.
'
v
:
: 

:
人

之
ょ

り

前
.千

九

W

十

$

年
.五

月

二

十五
：：！

を
以
て
、自

由

統

一

兩

黨

は

聯

立

內

関

を

組

織

し

、
 

闾
時
に
兵
站
事
務
省
な
る
も
の
設
立
せ
ら
れ
、從

〕

來
海

.陸
軍
省
並
：に
商
務
院
の
當
れ
る
軍
：窗品 

の
製
造

.調
達
又

.は
，軍

需

品

製

造

業

.，に
對
す
.る
盥
督
は

」

舉
げ
て
、此

‘官
廳
に
委
す
る
こ
ヾ

」

> 
管

、
 

ロ
ィ
ド

#
 

.
ョ
ー
ジ
氏
第
一
次
の
長
官
ビ
し

.て
、兵

.站
事
務
を
主
宰
す

'る
に
至
れ
り
。而
し
て
兵
站 

哼
務
省
の
第

,

k
解
決
す
可
き
聞
題
を
以
て
目

.せ
ら
れ
た
る
は
、政

.府
ど
幾

«

x

®

xil
/K
ロど 

の
瞬
促
に
し
て
ロ

ィ
ド

デ
ョ
ー
ジ
设
は
組
合
當
局
者
ど
會
合
し
れ
る
土
、意
思
の
疏
通
を
谋

K
y 

¥

^
品
法
案
な
る
も
の
を
編
成
し
、六
月
一
一
十
三
日
始
岭

'て
議
會
に
之
を
提
出
し
、̂
少
の
修
正 

.を
經
て
、七
月
二

 C
I

法

#

V
J

し
て
公
布
せ
ら
れ
た
り
。同
法
は
前
後
三
編
ニ
十
箇
條
を
以
て
、本
文 

ビ
し
外
に
ニ
筒
の
ス
ヶ
デ
ユ
ー
〃
ス
並
に
細
：則
覺
.書
ょ

h

成
る
。其
條
項
を
說
明

せ
ん
に
、

第
一 

11
第

i

滌
乃
茧
第
三
條
に
於
て
は
專
ら
勞
働
紛
議
の
豫
防
、解
決
に
就
て
規
定
し
、
(

一)

傭

*
ど

#
 

働
满

V

し
の
間

.に
、或
は

■勞
働
漭
の
階
級
間
に
或
る
紛
議
起
り
、而
し
て
此
紛
議
が
關
係
當
艱
脔
又 

はti\

代
表
潘
に
依
て

‘現
行
協
定
の
下
：に
解
決
せ
&
れ
ざ

 

'る

i

き
は
奮

.事
者

0'
孰

^
い
一
な
次

直
に
事
仲
を
商
務
院
に
報
吿
す
可
く
、商
務
院
は
斯
く
報
吿
せ
ら
れ
た
る
紛
議
を
考

it

し
、«
解 

決
に
資
す
る
方
便
を
肷
り
、其
適

.當
I

考
ふ
る

€
き
.に
は
、本
法
.ス
ヶ
デ
ユ
ー
ル
第
一
の
規
定
に
據 

6
か
、又
は
傭
着
勞
修
潘
間
の
現
行
協
定

.

に
據
る
か
、孰
れ
，か一

.

に
據
づ

.
て
解

淡
を
下
す
可
ぐ
、ス
 

ヶ
デ
ユ
ー
ル
第
一
の
規
足
以
外
の
方
法
に
依
て
紛
議
が
解
決

'

せ
ら
れ
ん

i

し
、而
し
て
商
務
院 

が
其
解
決
遲
滯
す
る
の
狀
ぁ
り
と
認
む
る

v
j

き
は
、同
院
は
直
に
ス
ヶ
デ
ユ
ー
ル
第
一

R -
據
ら 

し

む

る

の

命

.令

を

發

す

可
く
、如
上
の
方
法
に
據
る
決
定
は
兩
當
事
漭
を
拘
來
し
、且
つ
某

效

カ

. 

を
旣
往
に
遡
ら
し
む
る
を
得
ベ
く
、

^

定
に
.違
背
し
た
る
者
は
之
を
有
罪
ご
し
づ
ご
以
上
の
紛
議 

が
商
務
院
に
報
吿
せ
ら
れ
、報
告
後
ニ
十
一
日
を
經

.過
し
.

て
、尙
ほ
商
務

.院
が

本
法
の
規
定
に
據 

0

て、解
決
を
下
さ
ぐ
る

«

合
の
外
、傭
者
が
同
盟
解
傭

^

勞
»

翁
^

同
.

盟
.
罷
業
を
：行
ふ
こ
ビ
を 

赏
言
し
、又
之
を
行
ふ
を
得
ず

-

此
規
定
を
犯
す
者
亦
有
罪
ど
爲
る
可
く
、

(

三)

軍
霄
品
法
の
適
姻
せ 

ら
る
、
勞
働
紛
議
は
兵
礙
糧
食
、艦
船
、摩
輛
、飛
行
機
其

他

戰
f

に
使
.
用
せ
ら
る
、
物
考
金

屬
、®
 

械
、遒
具
等
軍

®

品
の

«

造
に
要
せ
ら
る

-、
物
曼
の
製
造

.
修
理
，に
關
す

♦

仕
事

R-

於
て
、貨
銀

、g

 

間
其
.
他
の
勞
働
條
件
に
就
て
起
れ
る
紛
議
並
に
政
府
が
勅
令
を
以

.

て
軍
需
品

0

製
造
運
搬

«

 

給

に
i t

接
間
狻

に
有
害
な

p 
e

布
吿
し
た
る
紛
議
蚤
包

.
括
す
る
.も
の

V
J
,

し
、尙
ほ
®

需
品
に
關

姑
十
凇

(

ニ
ニ
九

)

論
,

脫

歐

洲

戦

爭

と

典

闽

龄

働

葙

の

狀

態m
九
號 

ー3£



'

负

.

(

.一 .1.

三
〇)

.

.

.論

.

說
.
. 

'
.歐
洲
戦
摩
と̂

國
梦
働
翁©
.狀
購 

.第
九
||
r

ベ：
.

係
せ
ざ
る

«

滎
に
て
も

.

兵
^

事
務
大
^

^

仕
事
©
:
;停
±

^

來
.さ
；ず
し
て
、解
決
；を
求
む
る
の
必 

要

あ

り

i
し

f

場

合

に
は
、本

法

を

適

用

す

可

く

、而
：し

て

‘軍

需

品

以

外

の

事

業

に

起

れ

る

紛 

議
.に
割

し

て
、本

法

の

適

、用

せ

ら

れ

.た
るk

き
に
〃
は
、紛

議

發

生

：以

前.
に
行
は
れ

た
る
貨
銀
典
他 

の
勞
働
條
仲
は
：解
決
の
時
ま
で
之
を
繼
續
す

可

し
i

し
た
.：ち

.

軍
需
品
法
第
二

S

は
闾
法
第
四

'

條
ょ
ら
第
九
條
に
亘
り
、

®

0
品
製
造
に
關
す
る
事
業
に
對 

す
る
兵
站
事
務
大

FS

の
is

督
に
就
て

.

規
.

定
し
た
：.
り
。即
ち
、

(

ご
兵
站
事

.
務
、大
E

に
し
て
戰
爭
繼
續 

の
爲
め

に
、軍

0
品
.

製
造
の
行
は
る
、
或

.

る
事

0
に
對
し
て
、傭
者
の
利
益
を
制
限

し

、

從
業
漭
に 

監
督
を
加

.ふ
る
こ

.
i

を
必
要
ビ
考
ふ
る
と
き

.

は
，、
其

事

業
'

を
被
監
蕾
事
業
ビ
し
、⑴
本
法
に
定
む 

る
金
额
を
超
過
し
た
る
純
益
を
國
庳
に
收
用
し
、

g
：

其
事
業
に
於
け
る
徵
業
者
文
は
典
事
業
の 

猎
郧
踩
督
者
の
得
る

H

銀
給
.
料
手
當
金
等
に
變

M

を
加
へ
ん
艺
す
る
場
合
に
は
、兵
站
^
務
大 

E1

に
M

出
で
、
其
許
可
を
翦
し
、同
大
闷
は
屈
出
の
，日
付
ょ
り
十
四

1
1
1以
內
之
，
を

留

保

す

る

の 

自
由
.
を
有
す
。但
し
兵

.

站
事
務
大

E

が
命
令
し
、大

E

が
許
可
を
留
保
し
、又
變

M

を
提
議
す
る
潘 

力
要
求
す
る
と
き

*

は
當
該
事
件
を
ヌ
ヶ
デ
ユ

i

ル
第

一
の
規
定
に
據
つ
て
解
決
せ
し
め
、伸
裁 

々
牛
潘

Q

承
1

を
以
て
、兵
站
事
務
大

K1

の
承
1

ざ
同

}

も
の

£
認
め
、被
職

#

事

0
の
所
有

0

.
請
負
業

#

下
辎
人
等
が
兵
站

^

務

大

阴

の

承

認

を

求

：.め

す

、
又
«

承
1

の

&
倮
せ
ら
れ
た
る

1.
1
1 

合
に
、右
の
變
觅
を
爲
し
た
る
ビ
き
は
，之
を
布
罪

i

し
⑶

法
律
の
效
力
を
有

せ

ざ
る
规

Ii
f
J
、
t
 

 ̂

並
に
習
慣
に

.し
て
、生
産
又
は
仕
事
を
制
限
す
る
も
の

«
、被

.篮
督
事
業
に
於
て
停
止
せ
ら
る

 ̂

く
、或
る
人
が
他
人
を
誘
ひ
て
、斯
る
规
則
等
に
服
從
せ
し
め
、又
服
從
す
る
こ
ビ
を
繼
績
せ
し
认 

た
る

ビ

き
は
、之
を
.有
揮
ビ
し
、⑷
或
る
规
則

®

例
習
慣
等
が
生
産
叉
は
仕

¥

，を

制
嗥
す
る
や

-
 

や
に
就
て
、疑
.問
の
起
れ
る
ビ
き
は
、之
を
商
務
院
に
致

し
、闾

院
に
於
て
決

^

す
る
か
、ぬ
は

»]
 ̂

-̂
の
双
方
タ
は

」

方
の
耍
求
，

に
從
つ
て
本
法
ス
ヶ

デ
ュ

I

ル
第
一
の
规

J-
vAb
R

據
り
、決

®

す

A
 

か
、其
孰
れ
を
以
て
す
る
も
、右
の
決
定
を
終
：局

.の
も
の

S

し
(5
)

被
弊
蕾
事

.業
の
，所
有
潘
は
ス
か 

ブ
ュ

I
ル
第

ニ
の
諸
項
を
實
行

す
る
企
劃

を
有
す
.る

も.
の

ビ
M
め
ら
れ
、之

に
違
反

し

2
る

K 

き
は

.有
■

しg
：

被

®
 

5

業
S

 

2

に
勞
働

f

效

.0 
0
響

な

る

鬚

を

維

持

す

る 

爲
め
に
、離
業
の
秧
序
を
確
立
す
る
の
必
要
ぁ

i

站
.事
務
大

_

の
定
め
た
る
規

.雜
を
遵
守
し
、
 

之

R

迩
反
し
た
る

«

を
有
罪
ど
し
、

(7
)

被
蹬
督
事

.業

.の
所
有
溝
は
法
難

’命
'令
の
定
む
る
所
如

W 

に
拘
は
ら
す
、本

*«
の
规
足
を
遵
守
す
.る
に
必
要
な
ふ

.一
切

'の
行
動
，を
爲
す
可
く
、他
の
事
業
の 

所
ィ
潢

f

兵

W

SV
務
大

E

の
必
要
ど
す
る
報
吿
筹
他
の
任
務
に
應
中
可
く
之

R

違
反
し
れ
る

m'
ハ
餘v  M

.1JH

、

論

0 
.欧洲戦
#
と英國熒働漭の狀

_
 

,雜
九

铖

-
b



笫
十
怨

(

一一
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骑
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欧

洲

戦

爭

と
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國
勢
働
逝
の
晛
鹋

 

第
九
狨 

一
八

潜
は
賓
卵

€

し
、(

ニ)

本
法
に
：於
て

©

扉
に
收
用
せ
ら

.る
可
き
被
璐
释
事
乘

0

純
.益
は
.標
準
純
益 

s

-分

の

一 .
以

上

を
®

過

し
12
る

金

額

な
!?
,
.
.
と
し
'標
準
純
，益
.额
は
_

«

前
ニ
.決
算
年
度
に
於 

け
る
純

'益
の
弗
均
額
を
以
て
、之
に
充
て
、同

P

所
有

*

に
.屬
す
る

’1

切
の

.事
業
又
は
被
監
督

^
 

.業
以
外

©

諸
事
業
の
损
益
を
針
等
し
、或
は
本
條
に

.於
け
る
平
均
額
を
以
で
、公
正
な
る
比
較
の 

標
準
ビ
す
る
能
は
ざ
る
？
き
は
、兵
站
事
務
大

m

は
是
等
の
掼
益
を
挺
酌
し
、

3®
當
な
る
金
額
を 

代
用
す
る
を
得
べ
く
、同
大

E

の
意
見
又
は
所
有

*

の
希
望
に
據
ヶ
、右
の
決
定
を

0
判
*
に
託 

し
、之
を
終
周
の
も
の

v
j

す
る
を
得
べ
く
、尙
ほ
兵
站

®

蹲
大

K

は
，本
«
實
施
に
關
す
る
細
則
を 

制
定

.し
、細
則
に
於
て
は
產
出
貨
物
の
增
加
新
機
械
の
設
獠
、

.»
本
金
典
他
の
變

M

_
，に

E

て
斟 

酌
を
加
ふ
る
を
得
、

(

三)

勞
働
潘
が
職

H

組
#

ど
.兵
站
事
務
大

E

ビ
の
間
に
成
立
し
れ
る
協
宛
に 

從
ひ
、同
大

1'
;
1に
埒
定
せ
ら
•れ
た
る
被
監
督
事
業
に
於
て
仕
事
を
爲
す
場
合
に
協
宛
に
逾
背
す 

る
所
業
を
爲
し
れ
る
時
又
傭
漭
が
ホ
：項
に
め
け
る
仕
事
に
勞
働
者
の
從
事
せ
ん
ヾ

」

す
る
を
妨 

げ
、又
は
妨
ぐ
る
こ

ビ

を
企
吒
、又
或
る
勢
働
漭
が

.
他
の
被
監

#

事
»
に
於
て
仕
事
を
爲
す
可
き 

疾
站
事
狢
大

[;
-
1の
命
令
を
受
け
る
際

«

者
が
之

を
：
一
の

tt
事
に
引
怊

め
.ん
と
し
れ
る
時
に
は
、

鬼

,:M
:
ハ
に
之
を
对
罪
ど
し
、

(

四)

傭
赉
は
從
來
被
監
督
事
業
に
從
事
し
た
る
勞

.働
者
に
し
て
、#
化
事
を

0
.
L
飞
私
ほ
六
週
問
を
經
過
し
た
る
者
に
非
ざ
れ
ば
、傭

.潜
の
同
意
を
經
て
«
を
辭
し
れ
る 

書
を

^

し
又
傭
者
が
；特
に
辭
職
に
對
す
る
同
意
を
拒
否
し
た
る
旨

.

.女
明

.に
し
た
る

®

l而
品

. 

判
所
の
證
書
を
有
す
る
紫
の
外

#

役
す
る
を
得
す
、勞
働

.漭
又
は
其
所
屬
暖
エ

«

合
'代
表

1 

m

需
品
審

g

所
に

In
]
.つ
て
、傭

«

の

右

’：
證

書

交

付

を

故

な

く

し

て

拒

否

し

れ

る

こ

ビ

を

訴

ふ
 

を
得
べ
く
、此
規

.定
に
違
背
し
て
、勞
働
者
に
職
業
を
與
へ
た

'る
傭
奢
は
有
難
ビ
し
た
り
。

•
為
常
釕
法
飨
三
編
は
被
監
督
事
業
に
對
す
る
監
督
法
、軍
需
品
齊

^

所
の
組
織

«

限
等
に

A 

き
«

&

し
贸
4

條
ょ

b

第
二
十
條
に
及
べ

K

V

.

O

Wち
、(

一)

千
九
西
十
.五
年
國
家
防

*

律
第
二
«
吣
 

i?
g

l

の
项
に
於
て
海
陸
寧

®

は

他
の
工
場
並
に
仕
事
場
に
於
け

る
窜

需
品
の
生
產
を
增
抑 

す
る
目
的
を
以
て
、

j

の

エ
#

又
は
仕
事
場

.に
於
け
る
仕
事
办
遂
行
を
絲
制
し
、或
'は
典
裝
慑
仏 

を
他

I

移
す
を
せ
る
の

S

車
，を

修

正

し
、
海

陸
軍
省
は

他
の
エ
場
仕

事

場
其
他

.

0,
場
所
に
於

?,
+ 

る
取

®

品
の
生
産
を

維
持

if
進
.
す
る

目
的
を
以
て
二

の
工
場
仕
事
；場
其
他
の
，

*

所
に
於
け
.ナ
 

の
遂
靳
を
統
制
し
、

又
、或
る
勞

働
*
叉
は
總
て

の
勞

働

者
の

就
業
を
統

t>
J

し
、_
は

装
徽

/w
;
» 

を
他
に
移
し
、戦
爭
用
の
物
資
に
佻
せ
ら
る
、
金
屬
其
，

'他
材
料

0

供
給
を
綺
制
す
る
を
得
る
，
 

i

、し
、(

一
ご
或
る
事
業
の
所
有
渚
は
兵
站
事
務
大
臣
の
命
令
に

®

き
•、其
：要
求
す
る
形
式
方
法

r
 

第
十
卷

(
l
l
n

i:〕

論
說
欧
洲
戦
爭
と
英
摩
|

の
狀
態

 

I

常

て



交

笫

十

雄(

一
二
-.i

四)

諭
說
欧
洲
戦
爭
と
英
國
勞
働
游
の
-狀
憩

 

第
九
锶 

二〇

從
ひ
、特

々
S
I

已
の
W

業
.

^

使
役
す
る
勞

-«

考

の

數
#

に
種
類
、機
減
，
の.
數
#

に
®

類
、斯
る
人
の 

使
役
せ
ら
れ
、叉
機

«

0

利
用
せ
ら
る
、
仕
事
の

.性
質
、其
他
拷
站
事
務
大

Is

が
職
務
上
必
翦
ビ 

.
す
る
事

*

に
就
で
報
吿
を
致
す
義
務
を
負
ひ
、

(

三)

本
法
の
规
定
を
犯
し
れ
る
难
罪
翥
に
は
^
演 

犯
罪
が
.仲
裁
倐
件
に
違
反
し
れ

 

る
も
.

の
'
な
る

S

き
は
、違
反
の
行
は
る

)

期
問
；

n

又
は

一

M 

以
內
に
付
き
五
磅
以
下
の

11

金
.

を
賦
課
し

、(

b
 

0

0
が
同
诹
解
儆
妨
遇
の
規
定
に
關
す
る

V

き 

は
、解
傭
せ
ら
れ
た
る
者

〗
名
に
付
き
、一

H
Z

又
は
.I

 

C
2

以
內
の
期
間
を
通
じ
て
、五
破
以
下
の 

金
を
赋
課
し
、
0

}

同
盟
罷
業
禁
止
の
規
牢
に
關
す
る
ビ
き
も
泖
同
樣
の
别
金
を

.
赋
課
し
、
7

}犯 

が
被
®

®'

堺
業
に

■

す
る
規
約
又
は
本
法
第
二
編
に
認
め
.ら
れ
た
る
勞
働
潘
の
協
定
に
關 

る
と
き
は
三
磅

B

R

の
⑶
金
を
賦
課
し

'
へe

M

他
の
.規
定
に
違
反
わ
た
る
と
き
は
三
十
磅
以 

の
罰
金
を
赋
課
し

'
涵

)

兵
站
事
務
大
诏
は
傭
者

#

に
勞
働
漭
ょ

b

务
同
數
の
代
炎
潜
■を
任
選 

て
、扉

®

品
審
判
所
を
机
織
す
る
の
諸
點
を
規
定
し
れ
り
。

ス
-ヶ
デ
ユ
ー
ぺ
ス
中
の
第
一
は
策
ニ
の
規
定
適
用
に
關
し
て
起
れ
る
疑
義
を
解
決
す
る
機 

關
に
就
て
規
定
し
た
る
も
の
に
し
て
、

1?)

生
產
委
眞

tt
'b.)
雨
當
事

#
の
»
定
に
侬
て
選
定
し 

る
仲
裁
潜
乂
は
協
足
の
成
立
せ
ざ
り
し

©
命
に
、商
務
院
の
任
命
し
た

る

伸
雜

0 
C )

傭
*
.# し11

利

の

少

f
f
. 

^
4

ク' 

尼

®
代
表

*

を
築

B

Iし
し
商
務
院
の
任
命
し
た
る

A

を
娄
員
.長

ビ

す
る
委

te
l
t-
o 

三
*

を
以
て
、其
機
關
と
し
、兩
當
事
者
の
協
定
に
依
て
、是
等
の
一
に
事
件
を
提
出
す
可
く
、其

^
 

立
せ
ざ

6

し

i

&
に
は
、商
務
院
に
於
て
、機
關
の
依
る
可
き
も
の
を
決
足
す
る
こ
ど
、
し
た
り 

ス
ヶ
デ
ユ
ー
ル
ス
中
の
第
二
は
職

H

組
合
.
规
則
の
綾
和
、勞
働
紛
琴
の
停
止
等
れ
關
す
る
规
说 

を
細
嫌

_

し
、勞
働
潘
の
利
益
ょ

b

云
ふ
ど
き
は
、其

«

袈
な
る
關
係
を
将
す
る
こ

ビ

堪
辞
巧
ぉ 

本
文
に
讓
る
も
の
あ
る
を
見
ず
、今
其
條

m

を
抄
出
す
る
に
、左

'

の
.如
し
。

(

ご
戰
峙
に
於
て
、戰
前
仕
寧
場
造
船
所
幷
に
他
の
艱
業
に
行
は
れ
た
る
惯
例
の
掇
動
は
切 

に
戰
讲
の
期
問
の
み
に
限
ら
る
可
し
。

 

;

'

(

ニ)

戰
的
に
行
は
れ
た
る
惯
例
の
變
页
は
戰
前
に
存

せ

る
规
則

»

例
を
戰
後
に
饭

.舊維
；！

 

す
る
に
當
办

0

有
洛
の
使
役
す
る
勞
働
者
又
は
彼
等
の
職

ェ
紕
合
に
何
發
有
银
な
る

影
鄕 

を
及
ぼ
さ
い
る
も
の

i

す
。

(ill)

戦
後
に
從
業
者
を

®
理
す
る
；に
當
て
、開
戰
當
初
所
布
器
の
使
役
し
れ
る
勞
働
漭
に
し 

て
從
取
し
た
る
满
並
に
戳
概
督
事
業
に
於
け
る
從
業
翁
は
就
職
上

0;「

饞
先
雛

&
相
す

ろ
も 

の
ど
す
。

.
-.
'

. 
- 

ン.
一'.
.

.

.

.

.

..

产
1

,

 '

ごこ
.
j)

.

論

歐

沭

概

^

と英
_

势
.働̂
办狀飽ノ

 

第
九
席
ニ
ブ



第十卷：
(
i
u

ニ 
3

論
.
，
說

歐

洲

戦

爭

と

英

國

勞

働

者

の

狀

態■

第
九
號 

ニ
ニ

•

(

四)
半
熟
練
勞
働
漭
を
し
て
從
來
髙
等
の
熟
線
あ
る
勞
働
者

.

の
：階
級
に
依
て
、行
は
.れ
た
る 

仕
事
に
當
ら
し
む
る
爲
め
に

«:
'

事

の

上

に

異

動

，を

生
ず

る
も
、支
，

®

は
.

る

、
時

間

賃
0
並
に 

出
來
高
赁
龈
は
典
地
方
に
於
て
當
該
階
辑
の
勞
働
潘
に
對
す
る
，普
通
の
率
た
る
ベ
し
、

(

五)

現
行
の
仕

^

の
區
劃
を
緩
和
し

¥

熟
練
勞
働
«
並
に
嬙
人
を
し
て
或
る
你
事
に
當
ら 

し
む
る
も
、爲
め
に

«

慣
上
其
仕
.事
に
支
拂
は
る

、

賃
銀
に
不
利
の
影
響
に
及
ぼ
す
可
か

ら

 

t

以
前
典
仕
'事
を
爲
し
れ
る
勢
働
者
が
不
利
の
影
響
を
蒙
ら
ん

ヾ」

す
る
場
合
に
は
^
以
前 

の
收
入
を
維
持
す
る
に

11

る
逾
當
の
手
段
を

m
す

可
し
。

(

六)

或
る
事
業
が
被
監
督
事
業
と
爲
り
て
、當
瞭
現
存
し
れ
る
狀
況
に
異
變
を
生
す
る
と
き 

は
、之
を
記
錄
し
、政
府
の
代
表
漭
を
し

'
て
檢
閱
：
.
せ
し
む
可
し
。

(

七)

或
_る
事
業
が
被
監
督
事
業

i

爲
れ
る
結
果
、勞

«

條
件
に
變
逛
を
生
せ
ん

V
J

す
る
場
合 

に
は
、關
係
勞
働
潘
に
通
吿
を
與
ふ
可
く
、ー

 

地
方
の
勞
働
者
又
は
其
代
.表
潜
と
協
議
す
る
の 

機
#

を
供
ぅ
可
し
。

.

(

八)

斯
る
變
页
の
結
菜

• V」

し
て

X

戰
爭
に
基
き
賃

®

又
は
勞
修
條

#

に
關
聯
し
て
、政
府
の 

仕
»

に
從
う
勞
働

#

の
へ
間
に
痺
れ
る
紛
議
は
本
法
杞
從

.
ひ
、仕
事
，を

停
11
:

せ
中
し
て
、解
決
せ

(

九)

此
ス

ダ

デ
ユ
1

ル
に
於
け
る
规
宠
は
戰
後
傭
考
又

'

は
勞
«

.

者
の
狀
態
に
何
等
相
#

な 

る
影
響
を
及
ぼ
さ

C

る
可
し
。

-

斯
の
如

-

-

-

-

て̂
取
需
品
法
は
實
際
に
適
用
せ
ら
れ
、同
法
實
施
以
*
千
九
首
十
五
年
十
こ
刃

六
：
に
至
る
ま
で
政
府
が
被
監
督
事
樂
ビ
■し
て
指
定
し
た
る
工
場
等
の
擻
は
ニ
午
二
十
六
の
 

多
き
に
ー

I

ぅ
T

'r
r l
H 

■の
製
見
を
進
涉
せ
し
め

^

り

ビ
稱
せ
ら

■るc
ff
i

し
て
：軍

m
w
nr
法

'■中
勞
働

*
 

又
は
職
工
組
合
に
重

.
大
な
る
.

科
害
關
係
を
及
ぼ
す
は
被
鹽
督

_

業._
に
於
け

る
同
盟
罷
業
禁
遏 

の
规
足
に
し
て
、此
規
定
が
勞
働
紛
議
の
：解
决
に
幾
何
の
效
娘
を
.有
す
る
や
は
軍
窗
品
法
實
施 

後
南
ク
テ
ー
ル
ス
炭
坑
に
起
れ
る
踯
夫
の
同
盟
罷
樂
に
依
て
實
驗
せ
ら
れ
た
り
。之
ょ

h

前
千 

九
W

十
五

^

三
月
三

n

南
ク

T

ル
ス
炭
坑
炎
聯
合
祖
合
は

.

千
九

15
十
年
ょ
.
り
五
年
：間

'.
を
：期
限 

ビ

し
そ
實
行
せ
ら
れ
た
る
和

.
解
局
約
定

..
の
改
正
を
傭

#

組

合

に

提

：議
し
、®t
正の

：：

婴
項
ビ
し
て
、
 

(

一)

千
八
西
，七
十
九
年
決
定
し
れ
る
現
行
の
標
準

.
賃
銀
率
は
之
を
廢

J !
:

し
、*
率
に
五
削
を
加
重 

す
る
-
こ
ビ
、
{
一一)

地.
上.
勞
.
働
苕
の
；賃
銀

' 
は
一
日
：五
志
以
；上
S

す
る
：こ
と
、

(

三)

午

後

.
並

に

夜

明

の

勞

働
 

に
對
し
て
は
新
標

«
_

に
五
.
分
の

】

を
加
重
し
れ
る
：賃
銀
を
：支

_
,

ふ
こ
ど
、

(

四)

右
の

®

定
.は
炭

'

站
十
岱

c
::
r
一
 

b)

路

，說欧
洲
腴
爭
と
英
蝴

#
舢#の狀憩

 

钫

九

账

r.
H



.
,
第T
翁..(

—

.
論

：
.

^.

軟1

^
爭
と
英
糊
勞
働
者
の
狀
胳

 

筋
九
,

.

ニ
，
.

g
坑
內
外
に
於
け
る

‘
總
て
の
勞
働
索
に
適

.

用
'

せ
ら
.、る
.

、

こ
ビ
の
.諸

點

：を

主
.
張

し

た

る

が

'炭

坑

主 

は
戰
時
に
新
協

.定
を
爲
す
を

^

ま
す
、勞
働
：者
に

「

.
割
の
戰
時

.
賞
*

金
を
：.
交
付
す
る
條
件
の
下 

に
從
來
の
協
定
を
存
續
す
る
こ

V」

を
囘
答
し
、坑
炎
は

£

に
答
へ
て
.、坑
主
が
新
協
定
の
耍
求
ビ 

戰
時
»

與
金
.
の
交
付

ビ

を
混
淆

す

る

の
不
可
な
る
を
難
じ
、一
方

‘
に
.四
^

一'
口
を
以
て
、千
九
西 

十
年
の
協
足
滿
期
ど
爲
れ
る
を
以
て
、南

.

ク

H

 

!
ル
ス
坑
夫
聯
合
紐
合
は
今
後
三
筒
月
內
に
新 

協
を
成
立
せ
し
む
可
き
の
豫
吿
を
坑
夫
組
合
：に
發
し
た
る
が
、坑

5f
c

m

合
は
頑
强
に
新
協
宛
の 

成
立
に
反
對
し
、六
月
末
に
至
る
や
、新
協
定
不
成
立
の
結

.
果
r

:

し
て
、ク
ェ

I

ル
ス
炭
坑
に
事
業 

.

休
J

の
起
る
可
き
狀
態
顯
然
た
る
に
至
れ
り
。兹
に
於
て
.か
商
務
院
總
裁
ン
フ
ン
シ
マ
ン
氏
は
事 

件
に

『

涉
し

®

々
'0
»

決
案
を
作
成
し
た
れ
ど
も
、兩
赏

.
事
潘
の
同
意
を
，
る

«

は
中
。街
く
て 

六
W

三
十

U

に
至
り
、事
槳
休
止
の
已
む
を
得
ぎ
る

.

に
，至
ら
ん
ど

.

す
る
や
、政

.
莳

K
官
娥
を
育
す 

る
ダ
#

客
.
議
員
ァ
ー
サ
ー
へ
ン
タ
ー
ソ
ン

(

敎
育
院
總
裁

)

ダ
、、
フ
リ
ユ
ー
、ブ
レ

I

ス(

內
務
次
官

)

ジ
 

j

ェ
ッ
チ
、ロ
 

\

 

!

ッ(

’
大
藏
次
官

)

の
三
氏
は
政
府
を
代
表
し
て
、力

ー

デ
*

フ
に
金
行
し
た
る

/J
>

H

 

K

の
^
着
し
た
る
と
時
を
同
じ
ぅ
し
て
南
ク
ヱ

I

ル
ス
坑
夫
齟
合
は

.
ラ
ン

シ
マ

ン
K

の
提
出 

し
た
る
最
後
の
歡
を
將
來
に
於
け
る
協
定
の
基
礎
ビ
し
て
承
認
し
、同
時
に
最
後
の
解
決
を

，

I

る
ま
で
炭
坑
は
今
後
ニ
週
間

1

u

限
り
の
約
定
を
以
て
操
業
す
る
の
決
議
を
發
表
し

f
.
w 

く
て

g

々
の
點
に
於
て
政
府
坑
主
坑
夫
の
間
に
意
.見
の
衝
突

を

0
し
、坑
夫
組
合
は
七
只
十
芄

を
以
て
同

^

擺
業
を
宣
言
し
、政
府
亦
之

R

對
し
，
て
、南
ク
ユ
ー
ル
ス
炭
坑
區

.
域
を

¥

w

lt
t

法 

の
下
に
立
れ
し
む
る
の

—

令
を
發
布
し
た

k

然
も
此
强
制
的
訐
迸
は
實
際
に
何
等
の
效
果
を
齋
さ
ず
、南
ク
ユ

I

ル
ス
R

於
け
る

1
j

十
瓶 

人

の
梦
坑
失
は

^

辭

.̂
ぉ
の
遜
用
に
拘
似
ら

t'

、同
盟
罷
業
を
敢
行
し
た
：り
。

而

し
.て
政
府
は
取 

需
品
法
に
於
け
る
諸
機
關
の
不
備
な
る
の
故
を
以
て
、是
，等
罷
業

者
に
：

0
金

赋
課

0

制
裁
を

加 

ふ
る
能
は
す
、同

W

®
業
繼
績
し
て

五

R

の

A

し
，‘き

に
及
.ベ

A

兹
に

於

て
か
。ロ
ィ
ド
.デ

ョー

ジ
、
 

ラ
ン
シ
マ
ン
、へ
ン
ダ
ー
ソ
ン
の

|
ニ.
氏
は
罷
業
地
に
赴
き
、ー
ー
十
四
時
間
を
费
し
て
交
涉
を
重
ね
、
 

太
體
坑
夫
の
主
張
を
容
れ
て
、事
件
を
解
決
す
る
を
得
た
り
。其
後
一

-
筒
月
を
經

.

て
、協
定

1

用
の 

範
圍

R

il

し
、協
足
の
正
文
に

.

は『

掏

ク

H

丨
ル
ス
坑
夫
組
合
所
，屬
員
た
る
總
て
‘の
勞
働
漭
に
適 

用
す
る

」

こ
と
の

规
定
? >

る
に
拘
は
ら
ず
、

ラ

ン
シ
マ

ン
氏
が
之
を
解
釋
し
て
、

ニ

三
の
勞
傾
漭

を 

除
外
せ
ん
と
し
れ
る
爲
め
、紛

_

#

燃
し

，
0
R

同
盟
罷
業
の
爆
發
を
來
我
ん
ビ

し

た
れ
ど
も
、常 

局
满
が
规
将
を

»-
11

し
/2

る
爲
め
に
、之

.
を
避
く
る
こ
ビ

V

爲
れ

K
V
O

第
十
卷

(
1
U

ニ
九)

.
論
脱
欧
洲
戦
爭
と
英
圃
勞
働
翁
の
狀
踏

 

焚
.號
.

ニ
-K
;
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H
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0

說
歐
洲
戰
爭
と
英
國
勞
働f

狀
態
.

第
九
號
ニ
六

^

s

ff

没
は
其
實
施
の
姑

*

に
於
て
、果
し
て
、成
效
し
た
：

h
. 

i

稱
し
得
べ
き

P

西
や
。同
法

®

 

行
以
來
軍
需
品
の
產
出
高
が

.
著
し
く
增
加
し
れ
る
は
、疑
を
容
る
可

.

か
‘

；ざ
る
事
實
な

t
 W

雖 

も
然
も
此
事
た
る
、政
府
が
資
本
を
濫
锻
し

^

國
を

ff
i

.

じ
で
、エ
場
を
增
設
し
、貯

1

;

品
を
增
.部
す 

る

以

上

は

、常

然

期

待

し

得

.べ

き

所

に

して、之
を
以
て
軍
需
品
法
に
伴
ぅ
必
然
の
成
效
ど
す
可

力
ら
す
熟
練
勞
働
者
の
供
給
は
依
然
不
足
の
狀
態
に
居
，り、兵
站
事

_

力
E

'が
不
熟
馓
勞
働
湃 

幷
に
婦
人
を
統
制
し
て
、以
て
熟
練
勞
働
者
に
代
ら
し
め
ん

i

•す
る
計
*
も
容
易
に
遇
に
就
く 

を
得
ざ
る
が
如
し
。殊
に
取
需
品
法

R

對
し
て
、勞
働
者
の
威
情
浑
好
な
ら
ざ
る
の
一
填
は
％
法 

料
び
' 

3

丹
に
大
な
る
_
寄
を
把
く
の

 

一
Kf

因
た
ら
ざ
：る
を
得
ず
。此
點
に
就
て
全
國
新
湖
紙
は 

多
く
 

ロ
を
«

し
て
語
ら
ず
、現
に
前
記
南
ク

'
 

I

ル
ス
炭
坑
夫
同
做
罷
業
事
件
に
就
て
も
、ゐ
本 

の
論
_

を
誠
み
た
る
は

一

の
マ
ン
チ
工
ス
タ
ー
、グ
フ

|

デ
ァ
ン
紙
あ
る
の
み
に
し
て
、电
の
有 

力
な
る
新

W

紙
は
殊

M

に
勞
働
潜
を
»
迫
す
る
の
筆
鋒
を
弄
し
介
る

 

一
W

を

以

て

、言
%.
界
の 

狀
態
を
知
る
に

il
l

る
可
く
、隨
て
勞
働
者
が

®

雷
品
法
に

«

し
て
.̂!
1

何
な
.る
戚
愦
を
有
す
る
や 

び
y

實
.の
々
"

&
 

®
 

w

a

.
を
通
じ
て
、之
を
知

-

る
こ

-

«

だ
困
雛
な
れ
ど
も
、一
方
に
勞

J

捽
パ
取

雷
品
法
の
规

.
足
に
觸
れ
、軍
需
品
審
制
所
の
審
理
を
受
く
る
場
合
の
颇
る
多
き
は
之
.を
掩
ぅ
可 

か
ら
っ

t
I*

し
て

«

牛
^

か
審
'

现
を
]̂

ふ
や
傭

.
者
.
に
寬
大
に
し
て

#

働
'
*
に
嚴
船
な
る
こ
と
合 

も
往
年
の
結
社
禁

.]
!

:

法
に
於
け
る
裁
判
と
異
な
ら
ざ
る
の
趣
あ
る
は
勞
.働
者
一
般
の
愁
訴
す 

る
所
に
し
て
、現
に
千
九
西
十
五
年
十
月
上
旬

V

ラ
ス
ゴ
彳
市
に
於
て
、三
名
の
造
船
ェ
が
罰
金 

不
納
の
爲
め
に

.
、一

0
.
0
の.

禁
錮
に
處
せ
ら
る
、
の
判
決
あ
る
や
反
衆
の
激

M

を
招
き
、政

f

が 

拘
禁

^

の
釋
放
を
約
し
れ
る
に
拘
は
ら
す
、被

S

督
事
業
の
勞
働
.潘
九
海
七
千
名
を
代
表
す
る 

委
員
は
政
府
に
最
後
通
牒
を
致
し
、三
日
以
內
に
拘
禁
者
の
無
條
件
釋
放
を
行
ふ
に
非
ざ
れ
ば
、
 

全
®

割
に
於
て
艱
業
を
休
，业
す
可
き
こ

ビ

，を以
て
し
、指
定
の
期
日
の
到
來
す
る
ニ

.

十
四
時

||
«

.
 

以
前
に
ロ
ィ
ド
デ
ョ
ー
ジ
氏
は
同
盟

*

業
を
囘
避
す
る
，

*

後
の
■

手
段
ど
し
て
、勞
働
#
の
代
农 

參
を

^

^

ョ
務
^

に
ぞ
氣
し

拆
戴
*

の
，無

#

#

釋

放

を

約

定
し
■
て
、»

後

通
!»
を

掀

同

せ

し

む 

る
の
處
骰
に
出

.

で
れ
り
。
 

‘

取
窗
品
法
の
规
定
中
、勞
働
者
の

.刹
寄
ょ
り

*.
-
服
し
て
、最
も
不
可
な
る
は

#

働
者
が
適
常
な 

.る
取
扱
を
受
け
ざ
る
.こ
.ビ

を
認
め

て

、

其
仕
事
を
去
ら
ん
ビ
す
る
場

合
；に
、之
.を
去
る
の
權
利
を 

制
眼
し
た
る
の

」

，事
な
り
。即
ち
勞

'働
者

.は
傭
第
の
同
意
を
經

T
C
.
.
る
以
上
は
、假
：令
ひ
契
約
の
期

r

十
怨

(

一.
ニ三一

〕

输

_

欧
洲
戦
爭
と
英
國
勞
働
渚
の
狀
態■■
:

,

第

九

被

ニ
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姐

十

猪

(
I 

ニ
H

5

諭
'

飘
歐
洲
戦
爭
と
英_
勞
働
諧
の
狀
態
へ.

m

九

號

ニ

\

限
滿
了
す
る
も
、將

^

又
適
當
の
豫
吿
を
與
ふ
ゐ

A

從
來
.
の
仕
事
を
去
る
能
は
す
、之
を

*

か
犯
罪
者
た
ら
ざ
る
を
得
ざ
る
を
以
て
、低
率

0

»

銀
を
忍
ん

.

「

で
、或
る

||
:

^

に
^

ふ
の

外 

む
可
き
の
道
を
存
せ
ず
。固
ょ

P
勞
'
働
者
は
軍
需
品
審
判
所
に
货

0
の
適
當
の
率
に
屈

、
b
 

こ
ビ
を

^

ふ
る
の

a

/t
i

を
^

す
る
ビ
雖
も
、

#

判
所
は
槪
し
て
之
に

®

き
を
嚴
か
中

、
^

i
 

じ
て
完
全
な
る
契
約
時
間
の
勞
働
を
爲
し
、超
過
時
間
の
勞
働
.を
拒
絕
し
た
る
の
故
を
以 

罪
ビ
爲
れ
る
場
合
あ

b

o

勞
«

*

は
相
當
の
期
間
に
於
て
、豫
吿
を
與
ぶ
る
も
、高
率
の
貨
鈒 

る
爲
め
に

1.
1

:

事
を
變
觅
す
る
能
は
す
、一
の
取
需
品

M

遴
事
業
ょ
ゲ
他
の
同
種
事
業
に
す 

る
.こ
と
の
闲
雞
な
る
一
方
に
、傭

_
*

は
時
々
自
己
.の
好
む
所
の
専
断
的
规
則
を
，制
足
し
、敢 

钡
洛
の
同
意
を
求
め
ず
、勞
働
潜
は
傭
者
の
同
意
を

#

す
し
て
、他
の
仕
事
に
就
く
能
は
ざ 

反
し
侃

*

は
^

儆
*

ヒ
心

^

又
は
貧
銀
を
與
ふ
る
の
義
務
を
負

.

は
ざ
る
が
故

I:

、勞
働

#

て
時
に
刺
料
の
不

.
见
、仕
事
の

j

時
的
缺
點
の

.

故
を
以
て
、空
し
く
エ

«

に
停
®

す
る
こ
ぐ
し 

せ
ら

^r

犯
の

:1
-»
に
於
て
は
控
己
の
勞
働
を
必
要
と
し
、隨
て

_

高
率
の
©
银
の
收
め
ら
る 

命
り
な
か
、

b
ff
i
«

/J
>

解
傭
證
書
を
交
付
せ
ざ
る
爲
め

£

に
赴
く
能
は
ホ
、

^

を
«
し
て
努 

間
を
喪
失
す
る
の
結
來
を
生
じ
て
巳
ま

-
ず。ビ

\

フ
ア
リ

\

グ(
一
の
傭

.
者
が
他
の
版

^

の
F

らんノ
Iざ

|る 

淠
に 

て
布

を
相
.
. 

ら
多

て
勞 

る
に

に
じ 

を
"命 

、
を

働

從
辦
す
る
勞
働
考
を
爭
奪
せ
ん

S

す
る
狀
態
を
云

‘ふ)

な
る
も
の

a

固
ょ
り
勞
働
者
の
勞
働
狀 

姐
を
樅
胤
し
、又
一
の
傭
潘

S

他
の
傭
者
ビ
の
關
係
に
不
測
の
：變
動
を
澈
す
こ
ど
あ
り
ビ
雖
も
、
 

尙
ほ
職
ェ
紐

^

[:
.
:し
.て
巧
に
之
を

.利
用
す
る
ビ
き
は
、勞
働
考
爭
奪
の
勢
に
乘
じ
て
、

®

«
を
«
 

率
し
、又
他
の
勞
働
條
伸
を
改
善

.
す
る
の
動
機
を
供
ふ
る
の
效

.果
少
な
し

i

せ
ず
。
®:

0
lw
t法
が 

•ヒ
ル
フ

f,
 

I
リ
シ
グ
を
禁
止
し

-た
る
は
、勞
働
移
動
の
自

li
i

を
制
限
し
れ
る
も
の
に
し
て
、他
に 

之
に
代
は
る
可
き
利
益
の
勞
働
者
に
與
へ
ら
れ
ざ
る
限
り
。其
勞
磡
者
の
利
益
を
傷
く
る
も
の 

少
な
が
ら
ざ
る
や
、論
を
俟
た
ざ
る
な
ょ
り

®

®
品
密
判
所
は
時
に
傭
潘
に
對
し
て
、解

^
 

證
鲁
を
勞
働
潘
に
與
へ
ざ
り
し
こ
と
を
不
可
な

り

i

す
る
の
判
決
を
下
す
こ
ヾ
し

あ
-

V

し
雖
も
、

勞
働
者
は
纖
に
解
傭
を
拒
絕
せ
ら
れ
て
遽
り
铊
る
损
甯
の
賠
償
を
求
む
る
能
は
ざ
る

■
を
以
て
、
 

爲
め
に
损
失
の
依
然
た
る

.
も
の

^

り
i

す
可
.
し
0

思
ふ
に
难
髂
品
法
は
其
出
發
點
に
於
て

'

® ：£

根
本
の
趣
靠
に
誤
ま

.れ
る
も
の
あ

b

。英
國
の 

勞
働
潘
を
し
て
其
勞
働
效
程
を
上
跪
し
て
、生
產
高
を
增
加
せ
し
め
ん
ビ
：す
る
に
は
、强
制
的

*

 

汰
に
依
る
可
か
ら
ヤ
。

®

0
品
ェ

«

に
於
け
る
勞
働
莕
の
供
給
を
大
な
ら
し

.め
ん

S

す
る
に
常 

り
、是
等
の

:1
:

場
に
於
け
る
勞
儺

^

5

律
す

‘
る
に
、幾
多
の

g

别
的
條

'

呀
を
以

.

：で
す
る
が
如
き
、傲
も

m

十
格

c

r

;

H

!.e

論
說
欧
洲
戦

f

典
阈
努
拗
潘
の
狀
態
 

策

九
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九

郷

：1
J

不

可

な

る

所

な

り

。又「

旦

軍

_需

品

法

の

成
*

し
た
る
以
上

.
：は
、*

逾
_

9

^
正
を
要
す
る
は
匆 

論
な
る
に
、此
點
に
於
て
も
亦
政
府
の
爲
す
所
宜
し
き
を
得
ぞ
傭
者
を
し
て
勞
爾

*

殊
に
浓

\
 

を
$

御
し
て

J
 

S

己
の
好
む

®

銀
を
受
取
る
こ
マ
し
を
承
認

#.
.

し
め
.、J.

方
に
勞
働

«

の
.
'上
：

*

^

 

絕
、職
業
變
更
女
以
て
、
一，
の

軸

罪
ビ

し
、̂

女
勞
働
者
を
强
制
し
て
，一
週
間
六
七
十
峙

II
1

I

の
勞
働 

並
に
超
過
時

.
間
の
勞
働
に
ぎ
ら
し
め
'之
を
拒
絕
し
た
る
も
の
を
有
罪

i

し
、勞
働
焚
約
の

W

吸 

s

 

r
 

共
に
一
身
上
の
理

^

に
據
て
、職
業
を
變

H

せ
ん

ど

す
る
'勞
働

#
を
强
制
し

て
、在

^
’ 

|1

粵
に
切
ま
ら
し
め
勞
僇
者
の
同
意
を
求

.
め
ず
し
て
、傭
著
自
ら
其
好
む

.

听
に

&

つ

u
、
s
?

 

W

を 

体
&

し
罸
金
の

M

課
に
依
て
之
を
脚
行
せ
ん
ぞ
す
る
が
如
き
、何
れ
も
勞
働

^

の
下

"!
'

*

を
®

 

&

 

し
、反
感
を

_

成
オ
る
も
の
な
ら
ざ
る
は
な
し
、長
時
間
の
勞
働
、日
曜

R

の
勞
勒
、不
盔
な
る
住
ぶ
、
 

ェ
場
ビ
住
家
ど
の
間
に

.

於
，け
る
長
距
離
、食
事
並
.に
休
皿
時
間
の
不
足
等
は
從
來
勞
働
衛
生
の 

雄
P

家
が
勞
働
上
の

«

勞
を
招

-

く
の
股
因
ど
し
て
、排
斥
し
た

.

.る
所
な
る
が
、今
や
择
需
ロ

*»

ェ

JJ 

に
於
け
る
特
色
た
ら
ん
ど
す
。斯
く
て
時
日
を
經
過
す
る
の
間
、勞
働
漭
の
效
福
を
減
縮
す
る
に 

至
る
可
き
は
論
を
俟
た

す
a

槭
ェ
聯
合
組
合
書
記
ジ
ユ
ー
、ビ
ン
ス
氏
が
千
九
西
十
五
へ
卜

b

H

. 

三
十

！：：：『

マ

ン

ブH

ス
タ
I

ゾ
ソ

ー

デ
井
ア
ン

'」

紙
に
公
に
し
た
る
意
見
は
勞
勅
者
の
®
擀
を
丧

明
し
た
り
と
認
む
可
し
。日
く
勞

.
働
*

が
勞
働
上
に
也
持
す
る
精
神
は

.

彼(
等
於
職
土
：紙
合
舊
來 

の
保
謙
を
喪
失
し
、

I

方
に
.
其
地
位
を
復
舊
す
る

.
に
就
て
何
：等
有
效

g

保
_
の
與
へ
ら
れ
ざ
る 

W

實
の
爲

.
め
に
、著
し
く
影
響
を
蒙
れ
る
こ

ビ

を
-
否
定
す
可
か
ら
ず

#

働
.

者
は
軍
雷
品

.
生
'
產

0 

員
龠
に
於
て
代
表
漭
を
有

.

す
/

雖
も

»

管
理

M

に
は
代
表
者
を
有
せ
ず
。是
れ
軟
府
ど
資
本
家 

ビ
が
管

9

の
問
題
は
勞
働
者
に

'

利
*

關
.
係
を
有
せ
す

ビ

云
ふ
意
見
に
基
く
も
の
な
る
可
し
ど 

«

も
勞
働
者
に
し
て
彼
等
の
權
利

i

信
ず
る
も
の

^

放
棄
し
れ
る
以
上

'

は
、同
時
に
如
何
な
る 

新
^

態
の
代
各
可
き
や
を
公
式
に
請
求
す
る
の
理
山
あ

>

 

i

す
可
く
、此
離
に
於
て
勞

1/

校
は
，
. 

相
互
的

.
信
任
缺
陷
を

.
感

じ

れ

以

て

®

需
品
痺

I

對
す
る
勞
働
者
の
意

.
嚮

を

知

.
る
可
き
に 

4
4

ず

や

ョ

窗
^

法
の
賴
刺
を
極
端

R

推
窮
す

る

と

き
は
、勞
働
者
の
肉
體
ょ
り

M
勞
働
を
尊
遺 

す
る
成
情
を
奪
ひ
て
、之
を

」

箇
の
形
骸
ど
す
る
も
の
に

'
.し
て
、勞
働
著
が
常
に
不
本
反
抗
の
念 

を
持
し
な
が
ら
、勞
働
に
當
^
，
て
其
效
程
の
大
な
る
を
求
む
る
が
机
き
思
は
ざ
る
の
甚
だ
じ
き 

も
の
ど
す
可
く
。
®

く
て
は
英
國
年
來
の
勞
働
述
爾

0

根
本
主
義
.に
牴
觸
す
る
の
嘆
な
き
能
は 

さ
る
な

A

JL
.

に「

軍
需

M

m

勞
働
.者
健
康
委

M

會」

の
公
.

表
し
ね
る
第

‘

五
間

®

«

を
.
見
る
，に
同

®

員
' 

食
丨

m

r

ロ"
M

造
.

に
從
事
す
る
勢

ff
*

が
暴
時
間

'
.並
に
超
過
時
間
の
勞
働
殊
に
夜
業
に
依
て
、

辦」

ん
.

.
，.
一一二
.こ*.)

'

論
.
：
\

M. 

^

^

戦爭と掷國赞磡教の

'
狀態へ
.

m.

九̂

二ニ
.
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三

不
a

の
影
響
を
蒙

る

の:

寧
實
を
指
摘
し
、超

®

時
,

の
勞
働
に
對
し
で
は
、

(

一)

却
て
勞

.
働
漭
に

®

 

迫
を
加
へ
て
、出
來
高
並
に
，勞
働

0

品
«

を
#

け
、£

)

勞
«

«:

の
健
康
を
害
し
て
、勞
働
時
間
を
.喪 

失
す
る
0

M

因
を
生
じ
、(

三)

勞
.
働
特
間
の
永
く
、又

®

惱
憂
惧
を

it
*

ね

る

爲

め

，、勞

働
*

♦

を
a

督
す
. 

る
者
の
饪
務
闲
雛

•
ど
爲
め

(

四)

勞
働
者
を
し
て
勢
過
度
の
飲
酒

.
に
耽
ら
し
む
る
の
弊
を
擧
げ
、結 

局
委
員
會
の
提
議

i

し
て
、つ
軍
均
一
週

㈣

の
勞
働
時
間
は
食
事
時
間
を
除
き

'

六
十
五
._間
乃 

浼
上
ハ
十
七
時
問
を
超
過

.ず
可
か
ら
ず
、之
ょ
り
長
き
時
間
の
勞
働
は
.急
劇
不
時
の
事
情
に
應
ず 

る
爲
め
、短
期
間
を
，啤
っ
て
汗
は
る
可
し
、

o

一)

超
過
時
間
は
勉
め
へ
て

 

一
0
間
H

四
日
以
內
に
集
中 

せ
し
む
可

く

'

之
を
行
ふ
場
合
に
も
甸
日

0
續
せ
し
め
ず
ぺ
ー

5

金
曜

2
3

の
®

1

り

:!
:

曜
H

の
正
午 

ま

で

繼

績

し

て

、勞
働
、す

る

が

如

き

習

慣

は

之

を

廢

棄

す

る

，
こ
'̂

の
諸
點
を
公

.

に
し
、進
ん
で
婦 

人
の
超
過

.
時
問
勞
働

.間
題
に
就
て
は
、彼
等
が
長
時
間
の
勞

.
働
に
堪
へ
得
ぎ
る
の
故
を
以
て
、制 

限
を
加
ふ
る
の
必

#

、爿
子
の
超
過
時
間
勞
働
に
比
較
し
て
、返
に
緊
切
な
る
も
の
ぁ
ぅ
ヾ

」

し
、
®

 

く
て
婦
人
の
勞
働
時
間
を

1

週
間
六
十
時
間
以
內
に
制
限
す
，可

.き
こ
¥
ビ
を
提

_

し
、51
®
の
勞 

働
に
就
て
は
嫌
人
勞
働
潘
の
如
く
、交
替
す
可
き
豫
備
勞
働
索

.
の
充
分
化

.ら
ざ
る
を
以
て
^
過 

時
码
努
働
の
繼
續
亦

&

ひ
を
得
ざ
る
の
數
な
り

ビ

難
も
、尙
ほ
十
六
歲

H

下
の
兒

.
篇
の
努

«!
.
诗
：

間
は

1

週
間
六
十

.
時
間
以
內
に
限
!

末
の
休
鸣
土
曜

n

午
後
に
於
け
る
月
外
運

®

の
餘

暇
‘
. 

を
與
ふ

T

し
と
し

fi
t

夜
交
#

に
：依
て
夜
業
を
行
ひ
、以
て
全

'

日
を
羅
じ
て
仕
歌
を
繼
績
す
る

_

は，
 

事
悄
の
然
ら
し
む

-

る
も
の
を
し
て
、之
を
認
容
す
可
き
も
、夜

'

業
に

「

は(

1

S

事
.
の
出
.來
高
少
な
く 

し
て
：不
經
濟

.
な
り
、(

1

.

1

督
不
充
分
な
上
三

)

燈
.
火
®

し
&

を
得
ず
、

(

四)

勞
働
密
を
し
て

.

H

中
の
暇 

If
f

に
®

 

_

を
感
せ
し
め
、

(

五)

不
规
刖
な
る

.

時
問
に
於
け
る
食
事

«'

食
物
の
«
汉
を
圃
雛
な
ら
し

む
る
等
の
觖
點
の
伴

 

.ラ

.も
■

の
.

^

:る
-
を
以
て
、勉

“

め
.
.て
之
.
.
.
.を
.

避
'
.
'ぐ
可
-
し
.

.し
--

^
 

b
- 

B
o
a
r
d

 

o
f

 

T
r
a
d
e

 

ひ
，
 

-

■ 

f
- 

\
L
a
b
o
u
r

 

G
a
z
e
t
t
e
,

 F
e
b
.

i
n

l-n
i
t
i
o
n
r
t
o
L

是
等
の
事
實

R
據
つ
て
刺
斷
せ
ん
か
、英
國
勞
働
潘
の

R

ii
が 

一
«

0
®

f
 

,
に
依
て
、數
十
年
前
の
往
時
に
.復
歸

し
、勞
«
者
の

_

體
的
勢
力
を
以
て
す
る
も
、大
勢
り
赴
く
呢 

は
之
を
免
何
？
も
す
る
能
は
ざ
る
に
以
た
，

CN。

曲
來
英
ー
國
は
多
年
勞
働
立
法
を
制
定
す
る
の
際
、政

府

並

I

間
識

.

'

S間
に
勞
働

2

-t 

に
對
す
る
理
解
を
有
し
、其

®

會
の
感
犄
：

.を
撙
軍
す

る
..

も
の

ビ

稱
せ

&

れ
；れ

^
,

C

然
も
軍
國
主
義 

の
喪
永
緊
切
な
る
に
至
る
ど

.き
'は
勞
.働

者

R
對

す

る

宵

M
の
態
.度
自
ら
艰
生
の
如
く

^

る
8 

は
す
、勞
働
潜
を
：以
そ
恰：

も
別
’稱
の
人
な
る
が
洳
く
一
に
：考
量
し
、現
.時
に
於
け
る
ょ
り
も
彼
等
へ
の 

生

相

狀

/1
を
'豐
簋
，な
ら
ム
.む
：る
众
4

は

、
却

，て
：
彼

；
等

に

有

害

な

り

士

：

.す
'る
の
信
念
：を

懷

く

者

の

..

-

笫
i

2

:
ニ三七
°

謐
：

P
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歐
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戦
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英
囊
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f
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H
ra

'多
々
あ
る
は
 

'之

&

否
む
可

‘か

ら
ず
。現
に
取
雷

品
：；

法
案
：.
®

提
' 

出
化
先

(

だ
つ
十
數

.

.口
前
、偷

敦

西

部 

'
警
察
*

長
が
街
，上

.
に
於
て
；醉
酬
し
た
る
故
，を
以
て
、拘
引
せ

‘
ら
れ
fs

る
，兵
卒
の
妻

.

に
說
轉
し
，「

汝 

は
過
大

0

.，手
當
金

.
を
受
ぐ
る
爲
め
に
、之
を

.
濫
费
し
、又
飮
酒
に
耽
ぐ
，る
も
の
な
る
可
く
*
し
も 

手
常
金
に
し
て
少
額
な
ら
ん

か
、却
て
汝
の
行
狀
を
嚴

*

な
ら
し
む
る
の
利
益
あ
る
可
し

」

く
云 

へ
る
が
如
き
、決
し

.

て

1
警
察
'
官
の
私
言
に
止
ま
ら

.
ず「

所
謂

.
識
'
:考
階
級
，な

' 

る
も
の
、
勞
働
漭
に 

.

對
し
て
有
す
る
感
想
を
表
白
し
た
る
も
の

i

認
む
可
し
。

兵
站
省
組
織
後
英 

國
政
府
は
同
省
の
斑
員
數
名
と
機
械

X

聯
合
駔
合
委
員
長

5

ょ
'

b

成
る
團
體
を

'
設
け
£
を
怫 

藤
西
に
送
遺
し
で
、同
國
に
於
け
る

®:

0
品
M

造
の
狀
態
を
視
察
せ
し
め
た
る
が
、®
察
湖
の
公 

に
し
た
る
報

•

吿
書
を

'
見
る
に

r

怫
蘭
西
に
於
て
軍

«

品
エ
，場
に
使
役
せ
ら
る
、
教
千
の
婦
人
は 

誠
意
を
以
て
勞
働
し
、

^

子
勞
働
者
の
間
に
も
亦
同
一
精
神
の
橫
溢
す
る
も
の
あ
る
を

M

む
。
^

 

-

芋
勞

«

者
は
婦
人
勞
働
者
の
エ
場
に
來
る
も
の
を
歡
迎
し
、彼
等

」

に
技
術
を
傅
授
し
、又
彼
等
ビ 

協
同
し
て
、軍
需
品

の

：

生
摩
高
を
增
，加
す
る
を
辭
せ
す

/

婦
A

勞
働
潘
の
爲
す
仕
事
に
關
し
て
は
、
 

何

等

の

制

限

を

存

せ

ず」「

小

な

る

仕

事

に

於

て

は

、婦

人

勞«

«

の
：出
來
高
は
^
子
勞
働
蓉
の
出 

來
高

V」

比
較
し
て
！

g

等
以
上
な
り

/

多
く
の
場
合
に
於
て
、̂
子
は
婦
人
に

技

：
術
を
傅

I

授
し

て

、自

\
；
\

r
u

 

I

扒
ら
し
め
亙
に
仳
の
婦
人
の
爲
め
に
同
ー
の
勞
を
取
る
の
常
に
し
て
、始
め
は
之
に
芡
？
 

し
れ
る
漭
あ
り
れ
れ
ど
も
、

®

時
に
し
て
何
等
の
反
對
な
き
に
至
れ
り

」

不
熟
練
勞
働
者
並

.
に
；
 

•A

勞
働
者
を

.

仕
¥

に
就
か
し
む
る
に
就
て
、佛
蘭
西
に
於

T.

は
英
吉
利
に
於
け
る
が
如
き
闽

| 

に
接
せ
す
、

®

銀
並

.
に
勞
働
時
間
に
關
す
る
職
：丄
組
合
の
制
限
的
條

#

は
實
際
上

^

11
:

せ
ら
“
 

技
制
上
の
能
力
を
有
す
る
勞
働
者
は
特
殊
の
熟
練
を
®
す
る
仕
歌
に
就
く

こ
.

ビ
を
許
さ
れ
、は
 

ii
p

li
f

e

*

は
辟
戦
以
來
全
く
其
跡
を
絕
ち
、

*

銀
上
進
の
請
求
だ
も
耳
に
せ
ざ
る
に
至
れ

6」

ど一一
 

ふ
の
諸
點
あ
り
。而
し
て

.

右
視
察
園
は
結
論
を
下
し
て

「

佻
蘭
西
に

.

於
け
る
生
產
の
增
加
に
就

v

 

は
W

一
 

の
®

西
，あ

6

、國
民
の
愛
國
的
熱
情
是

'れ
な

b

y

ヒ
云
へ
り
。之
を
裏
而
ょ
り
觀
察
す
れ
ば 

此
報
吿
は
英
風
勞
働
者
の
社
會

'

に
紛
議
の
發
生
す
る
も
の
多

c

5r
:

fl

品
法
.
の
述
用
不

{
屯
全

t 

る
を
以
て
、英
園
の
勞
働
者
が
佛
國
の
勞
働

#

に
it

較
し
て

*

國
の
丧
情
に
缺
く
る
も
の
あ

6
 

ビ
す
る
の
意
を
述
べ
、英
國
勞
働

*

を
諷
諫
し
た
る
が
如
し
ビ
雖
も
、英
國
勞
働
着
祉

#

に
勞
m
 

r

議
多
き
の
事
實
を
以
て
、直
に
之
を
愛
國
心
の
缺
乏
に
歸
す
る
が
如
き
#
輩
を
以
で
搔
れ
ば 

寧

ろ
論
斷
の
輕
卒
な
る
も
の

i

せ
ざ
る
を
得
ず
。勞
働
奪
.が

開

戰

の
當
初

產
業
上

の
休
戰

k

皆
 

言
し
て
||

て
の
勞
働
紛
難
を
戰
後
の
解
決
に
讓

i

ff
i

意
に
兵
員
の
徵
募
：に
應
乜
れ
る
の
¥
诚
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H

六

は
明
に
彼
等
の
颳
會
に

愛

國
心
の
旺
鐵
な
る
こ

V
J

を
示
す
も
の

V」

す
可
く
、彼
等
が
峙
に
榮
働 

粉
離
を
藤
成
し
て
表
而
上
非
愛
.國
的
行
動
に
類
す

る

.，
所
業
に
出
で
た

V
ど

す
れ
ば
彼
等
を
し 

て
.妓
に
至
ら
し
め
れ
る
の
罪
は
他
に
具
ぅ
可
き
も

•
の
、
存
す

る
こ
と

.を
認
む
る
に

«

か
ら

f 

職
工
組
合
の
勢
力
若
し
ぐ
は
其
團
體
的
運
動
が
戦
時
の
產
業
組
織
殊
.に
生
產
高
の
增
加
に
不 

如
裔
の
結
架
を
齋
す
の
故
を
以
て
、職
エ
組
合
に
對
し
て
非
難
を
加
ふ

る

も
の

あ

ら

ん
か
、此
組 

合
ヵ

4

時
に
於
て
勞

#

«
の
生
游
狀
態
改
善
彼
等
の
技
術
上
進
に
幾
何
の
資
.す
る
所
あ
る
を 

#

れ
る
や
を
忘
却
し
た
る
，議
論

^

云
は
ざ
：る
を
得
す
。

千
九
商
十
五
' 年
偷
敦
大
學
所
屬
ラ
タ
ン
、タ
、基
金
に

.侬
て
、ボ

.ゥ

.レ
ー
、バ

!

ネ
ッ
ト
二

1

スト
 

兩

R

典
著
の
下
に

「

生
活
ど
貧

®
を
題
す
る
蓊
書
公
列
せ
ら
れ
た
同
書
は

1ノ 

I
ザ
ン
プ
ト
ど
，
 

r

ソ
ー
リ
ン
ト
シ
/ス
タ
ン
レ
ー

j

ョ
I

ク」

並
に

「
レ
デ
キ
ン

グ
ー
の

五
地
•方
に
於
け
る
勞
働
潴
生

®

の 

實
際
を
踏
沓
し
、貧
圃
問
題
硏
究
の
資
料
を
萆
集
し
れ
る
も
の
な
る
が
、兩
氏
は
第

 

一
S

第
田
節 

.

「

收
入

ビ

貧
困

」

を
論
じ
れ
る
部
分
に
於
て
五
都
會
中
の
四
に
於
て
版
丁
勞
働
潴
の
四
分
の
；以
 

上
、五
都
食
中
の
ニ
に
於
て
某
三
分
の

r

以
上
は

「

週
間
ニ
十
四
志
以
下
の
貨
銀
を
收
む

t

 

の
な
り

o
rフー
リ
ン
ト
ン

」

並
に

「

い
デ

*

ン
グ

j

に
於
け
る
貧
闲
點
以
卞
の
家
庭
の
半
數
、

「

ョ
|

ク.」

に

於

け

る

同

上

產

の

約
S

、
ノ —

ザ

y
。ッ

ト

ゾ

に

於

け

る
2

家
s

1

S

の

一

は

家

提

の 

賃

銀

低

廉

に

し

て

三

名

の

兒1(
を
布
す
る
場
合
に

.生
活
を
支

.
持
す
る
能
は
ざ
る
が
故
に
、河
れ 

も
貧
固
點
以
下
に
居
る
も
の
な
り
。贫
闽
の
諸
原
因
中
、賃
鈒
の
低
廉
が
特
に
重
大
な
る
關
係
を 

荀
す
る
は
句
ぅ
可
か
ら
ざ
る

®

實
に
し
て
、賃
鈒
の
最
も
低
廉
な
る
#
働
者
の
所
得
を
敫
富
な 

ら
し

t

る
は
今
ロ
此
画
の
逢
着
し
つ
、
ぁ
る
緊
切
な
る
祉
會
上
の

_
問
題
な
り

」

と
論

_

し
た
6

。
 

V
L
i
v
l
b
o
d

 

H

r

t
 

I

 

p
o
v
e
r
t
y
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.

人
或
は
歐
洲
戰
後
に
.於
汶
る
社
歆
闕
題
の
變
荀
を
想
象
す
る 

も
の
ぁ
り
。論
者
の
意
は
戰
後
の
經
濟
社
會

に

於
て
、戦
：時
に
蒙
り
た
る
經
濟
上
の
打
擊
を
恢
復 

す
る
に
は
、生
康
の
振
興
を

f

、
し
、而

し

て

生
f

 

’振
興
.
す
る
に
は
從
來
社
會
政
策
.の
見
地
ょ 

6

,

勞
t

>

に
划
へ
ら
れ
た
る
幾
多
の
檢
束
を
緩
和
す
る
を
必
要

i

す
る
も
の
、
如
し
ビ
雖
も
、
 

®

會
R

&

の

I

帘
を
.

極
®

な
る
貧
困
の
狀
態
に

.

置
き
て
、社
會
全
體
の
發
達
を
留
む
可
か
ら

t'

。
 

知
&

の
將
#

に
緊
要
な
る
も
の
ぁ

^

と
す
れ
ば
、政
治
社
會

i

云
は
す

»

濟
11
:

會
ビ

云
は
す
、
1|
:
 

會
を
取
げ
て
、

®

同
の
觀
念
に
服
從
せ
し
む
る
の

〕

事
に
外
な
ら
ホ
。歐
.洲
開
戦
の
當
初
囂
考 

の
.，裔
言
し
た
る
齑
業
上

‘

の
休
戰
が
庶
に
打
破
せ
ら
れ
た
る

M

H

の
資
本
家
の
横
暴
な
る
處

®

 

ビ
政
が
の
緩

^

な
る
政

®

i

rc
.

进
く
こ
ど
を
知

4

-

ば
、社
：會

協

同

を

推

.持

す

る

責

任

の

如

何

な 

パ
第
屮
铪
.

o

 

!
5
:
n

 

:

論

說

歐

洲

戦

爭

と

禱

勞

霉

の

抓

態. 
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三
八

る
.階
•級

に

0
が

る

.や
を
確
む
る

i

共
に
、社
會
政
策

^
依
て
艰
時
.社
會
協
同

0'
精
神
を
助
長
す
，
 

る
の
必
要
を
斷
中
る
に
難
か
ら
ざ
る
な

6
^
0

.
戰
狻
兵
卒

V
J

し
て
出
従
し
れ
る

*

が
歸
還
し
て
、勞
働
市
場
に

入

ら
ん
i

す
る
場
合
に

^

日
ソ 

勞
働
に
從
ひ
つ
、
あ
る
漭
に
如
何
な
る
影
響
を
及
ぼ
す
可
き
や
、戰
時

»

カ
の
蒲
弱
.と

爲

れ
る 

職
工
紐
合
ば
如
何
に
し
て
戰
後
組
合
員
中
に
失
業
素
の
潜
加
し
た
る
場
合
に
、其
救
助
を
全
ぅ 

す
る
ゼ
得
る
や
不
：！
や

«

時
緩
和
せ
ら
れ
れ
る
職

H

組
合
の
制
限
的
政
策
は
如
何
な
る
狀
態
の 

下
に
復
舊
せ
ら
る
可

き

や
、戰
前
脒
に
端
を

.發
し
た
る

.產
業
同
盟
の
丰
義
は

■戰
後
に
：復
活
す
可 

き
や
否
や
、是
等
は
何
れ
も
英
國
產
業
社
會
の
前
途

.に.於
け

る

®

大
問
題
に
し
て
、吾
輩
が

SI
に 

稿
を

»1
に
し
て
、論
述
せ
ん
と
欲
す
る
所
な

&

‘ 

ネ

露

國

及

極

東

露

領

の

關

稅

政

策

(

上)

堀切善

.
■

兵衞

I

緖

言

從
來
歐
米
各
國
の
經
濟
政
策
、就
巾

.其
關
稅
政
策
を
論
述
せ
る
箸
書
中
に
双
、米

、
»

、
«の
夫
れ 

を
記
述
す
る
は
普
通
な
れ
ど
も
露
國
に
就
_
て

は

注
寫
を
拂
ふ

.こ
^
J

Sめ

.て
少
な
し
。

^

ir
i

に 

歐
米
諸
國
に
關
し
て
は
硏
究
資
料
亦
少
な
し

f

な
’

さ
.‘
い

れ

ど

も

其

植

民

地

の

關

稅

政

策

に

付 

き
て
は
硏
究
上
遺
慽
な
る
點
頗
る

.
多
し
。然

も

我
國
は
窿
接
に
歐
米
■
國
ど
隣
接
せ
ず
し
て
却 

て
其
植
民
地
ビ
は

.
0

11

の
間
に
立
て
り
。從
て
將
來

^

#

.

外
貿
易
の
«
展
を
沏
す
る
爲
め
に
は 

是
等

It
米
諸
國
が
東
徉

に
.

於
て
領
有
す
る
其
植
民
地
の
關
：秘
政
‘：策

.に
，
し
て
充
分
考
虛
す
る
 

所
無
か
^
可
ら
ざ
る
は
言
を
俟
れ

’ざ
る

.所
な
：ち

.

.

今

H

S
東
に
存
ず

'る
®

立
國
は

*
.國
を
除
き
そ
：支
；那
ビ
輝
羅
务
る
一
に
過
ぎ
，す
、然
.も

此

雨

國

.，

笊
十
怨

(
！ 
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極
取
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